
令和３年度第３回小林市地域公共交通活性化協議会・地域公共交通会議 会議要旨 

 
 

開催日時：令和３年 11月 25 日（木） 10 時 00 分～11時 45 分 

開催場所：小林市役所 第１別館大会議室 

出席者等：出席委員 10名、代理出席４名、欠席委員４名、事務局３名 

 

【会議要旨】 ※〔〕内は話者 

１．開会〔事務局〕 

 

２．会長あいさつ〔会長〕 

  第１回、第２回の会議で小林市の地域公共交通の現状と課題、取組の方向性について協議い

ただいた。今回は地域公共交通計画に定める目標と実施事業について協議いただく。計画をより

よいものとするため、様々な意見をいただきたい。 

 

３．議事 

（１）小林市地域公共交通計画の策定について 

①地域公共交通網形成計画（現行計画）の検証について【資料 計画（素案）Ｐ24～27】 

＜質疑＞ 

〔Ｑ．Ａ代理〕 

 利用促進ＰＲイベント来場者数や乗り方教室（出前講座）や意見集約の場への参加者数につい

て、参加人数が把握できなかったとしているが、ＰＲ活動や乗り方教室を実施した実績があるの

であれば、連携したイベント自体の来場者数を参考数値として括弧書き等するという方法もある。 

〔Ａ．事務局〕 

ＰＲ活動や乗り方教室は実施しており、参加者数のカウントができていなかった。連携したイ

ベント（こばやし秋まつり）への来場者数については、把握が可能であるため、表記方法につい

て検討する。 

 

②目標及び実施事業について 

【追加資料 小林市地域公共交通計画（素案）記載内容説明書】 

【資料 計画（素案）Ｐ33～43】【資料 計画（素案）概要版】 

【追加資料 計画（素案）概要版相関図】 

  ＜質疑＞ 

〔Ｑ．Ｂ委員〕 

 公共交通機関の利用者の増加を最終目標とすると、現行計画と同様に目標達成が困難なのでは

ないか。もちろん、利用者が増えればいいが、現状からすると難しいのではないかと思う。市民

だけでなく、帰省者や観光客等も利用できるよう考えなければならない。 

〔Ａ．事務局〕 

公共交通機関の利用者数が増えることを目標としているが、利便性を高めるための計画と考え

ている。帰省者という文言の表記はないが、観光・ビジネスを目的としたというところに含まれ

ている。 

 

〔Ｑ．Ｃ代理〕 

アンケート調査の詳細を教えていただきたい。アンケート対象者の年齢割合など。 

〔Ａ．事務局〕 

アンケート調査の結果については、第２回会議の際に配布させていただいた。アンケートは市

民から 2,000 人を無作為抽出しており、年齢構成については市の年齢構成比に応じた配布数であ

る。回収率 37.9％（758 票回収）であった。 

 



〔Ｑ．Ｄ委員〕 

 路線バスの目標について、一昨年と比べると 70％程度の乗車人員数となっており、減便も実施

していることも考えると現状の厳しい状況が続くものと思われる。路線バス、コミュニティバス、

福祉バスは残すことが大切であり、乗車人員数だけでなく費用対効果なども考慮する必要がある。 

 

〔Ｑ．Ｅ代理〕 

 福祉バスを運行する上で様々な要望を言われるが全てに応えることは困難である。１人１回は

乗車していただきたい。 

 

〔Ｑ．Ｆ委員〕 

 コロナ等で社会情勢は大きく変わるため、目標値等を毎年度変更することはできないのか。 

〔Ａ．事務局〕 

来年度以降も活性化協議会を開催し、必要に応じて改正を行う考えである。 

〔Ａ．Ａ代理〕 

 変更は可能。そのために計画の推進方法（素案 44 ページ）が表記されている。ただ、全てを変

更するのは難しいため一部変更という取扱いが良いと思う。 

 

〔Ｑ．Ｇ委員〕 

実績の数値が出ていないところは把握する必要があるのではないか。 

〔Ａ．事務局〕 

そのとおりである。事務局として現行計画検証として一番の反省点であると考えており、今後

は参加者数の把握と記録に確実に行いたい。また、イベント自体の参加者数を参考数値として表

記することについても検討する。 

 

〔Ｑ．Ｈ委員〕 

乗り方教室が必要。高齢者が利用できるように。 

〔Ａ．事務局〕 

 乗り方教室については、交通事業者や社会福祉協議会・民生委員等と協力して実施していきた

い。 

 

〔Ｑ．Ｉ委員〕 

須木地区の高校生はバス通学が多い。須木地区での乗り方教室等は開催した実績はないか。ぜ

ひ須木地区の中学校で実施して欲しい。 

〔Ａ．Ｄ委員〕 

 須木小学校で数年前に実施した。近年はコロナの影響もあり実施できていないが、今後実施し

たい。 

 

〔Ｑ．Ｊ委員〕 

交通事業者へのお願い。県北でバス降車後の道路横断時に交通死亡事故が発生した。運転手か

ら一言声を掛けていただきたい。 

 

〔Ａ．Ｋ代理〕 

 MaaS の研究については、県で事業実施中のためお問い合わせ頂ければ協力できることがあると

考える。 

 

４．その他 

〔宮崎交通〕1日乗り放題乗車券のモバイルチケットについて 

  次回開催：令和４年２月８日（木）10：00～  

５．閉会〔事務局〕 


